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�新型コロナウイルスの影響により、開催が延期・中止となる場合がございます。
詳細につきましては主催元（下記「連絡先」欄）へお問い合わせください。
＊単位取得に関し、お困りの際は事務局（事業第三課　TEL：011-231-1726）までご相談ください。

開 催 日 時 開 催 場 所 主なテーマおよび講師 単位数 連絡先

令和2年8月25日（火）
18：30 ～ 20：30

留萌産業会館
（留萌市）
定員：30名

（事前に申し込みが必要です）

・産業医が知っておきたい有害業務の職場巡視
北海道労働保健管理協会産業保健部技術フェロー　相澤　和幸
※同一年度内に同テーマの研修会を受講された方、される方は受講不可

生涯研修
専門1・実地1

（日本医師会に申請中）

北海道産業保健
総合支援センター

（011-242-7701）
お申し込みはHPにて

令和2年9月6日（日）
10：30 ～ 12：00

北翔大学札幌円山キャンパス
（札幌市）
定員：50名
学会参加費：8,000円
（事前に申し込みが必要です）

第39回日本臨床運動療法学会
・職域での健康不安と運動の工夫

ＪＲ札幌病院保健管理部長　佐藤　広和
ほか

生涯研修 専門1.5
（日本医師会に申請中）

㈱プロコム
インターナショナル 

（011-272-5234）

令和2年9月8日（火）
18：30 ～ 20：30

釧路ロイヤルイン
（釧路市）
定員：50名

（事前に申し込みが必要です）

・ストレス・チェック制度における医師面接
　－その目的と実施のコツ－

札幌心身医療研究所長　久村　正也
※同一年度内に同テーマの研修会を受講された方、される方は受講不可

生涯研修 専門2

北海道産業保健
総合支援センター

（011-242-7701）
お申し込みはHPにて

令和2年9月10日（木）
18：30 ～ 20：30

ホテルウィングインターナショナル
旭川駅前

（旭川市）
定員：30名
（事前に申し込みが必要です）

・職場におけるメンタルヘルス
特定医療法人社団慶愛会札幌花園病院長　松原　良次

生涯研修 専門2

北海道産業保健
総合支援センター

（011-242-7701）
お申し込みはHPにて

令和2年9月11日（金）
18：30 ～ 22：30

※詳細は本号附録にて案内
第1回産業保健研修会

静内エクリプスホテル
(新ひだか町)
定員：20名

※感染症予防対策徹底
のため、事前の受講申
し込みがない方のご受
講はお断りさせていた
だきます。何卒ご了承
ください。

（事前に申し込みが必要です）

・ビデオ研修
・法規の解説　
　　　　　　　　　　　　 
・職場の環境管理･作業管理と職業病について

北海道大学環境健康科学研究教育ｾﾝﾀｰ特別招へい教授　岸　　玲子
・健康管理と健康づくりについて

札幌市精神保健福祉センター所長　鎌田　隼輔

基礎研修
実地1・後期3

生涯研修
更新1・実地1・専門2

北海道医師会
事業第三課

（011-231-1726）

令和2年9月12日（土）
18：00 ～ 20：05

TKP札幌ビジネスセンター
赤れんが前

（札幌市）
定員：100名
参加費：1,000円（医師のみ）
（事前に申し込みが必要です）

・大人の発達障害
　～就労と職場への適応をめぐって～
東京大学名誉教授･元東京大学医学部附属病院長

昭和大学発達障害医療研究所長　加藤　進昌
※お申込みはこちらから
https://hokuseishin.jp

生涯研修 専門2
札幌こぶしクリニック

（011-896-7260）

令和2年9月14日（月）
18：30 ～ 20：30

グランドパーク小樽
（小樽市）
定員：50名

（事前に申し込みが必要です）

・健康診断の事後措置の実際
北海道労働保健管理協会札幌総合健診センター所長　原　　俊之

※同一年度内に同テーマの研修会を受講された方、される方は受講不可

生涯研修
 専門1・実地1

北海道産業保健
総合支援センター

（011-242-7701）
お申し込みはHPにて

令和2年9月17日（木）
18：30 ～ 20：30

蓬崍殿
（室蘭市）
定員：50名

（事前に申し込みが必要です）

・健康診断の事後措置の実際
北海道労働保健管理協会札幌総合健診センター所長　原　　俊之

※同一年度内に同テーマの研修会を受講された方、される方は受講不可

生涯研修
 専門1・実地1

北海道産業保健
総合支援センター

（011-242-7701）
お申し込みはHPにて

日医認定産業医制度研修会開催一覧

◇産業保健部◇

開催形式の変更に伴い、
単位取得不可
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開 催 日 時 開 催 場 所 主なテーマおよび講師 単位数 連絡先

令和2年9月18日（金）
18：30 ～ 22：30

※詳細は本号附録にて案内
第2回産業保健研修会

ホテル函館ロイヤル
(函館市)
定員：70名
※感染症予防対策徹底
のため、事前の受講申
し込みがない方のご受
講はお断りさせていた
だきます。何卒ご了承
ください。

（事前に申し込みが必要です）

・ビデオ研修
・法規の解説
 
・職場の環境管理･作業管理と職業病について

北海道産業保健総合支援センター所長　森　　　満
・健康管理と健康づくりについて

特定医療法人社団慶愛会札幌花園病院長　松原　良次

基礎研修
　実地1・後期3

生涯研修
更新1・実地1・専門2

北海道医師会
事業第三課

（011-231-1726）

令和2年9月24日（木）
18：30 ～ 20：30

岩見沢平安閣
（岩見沢市）
定員：40名

（事前に申し込みが必要です）

・産業医が知っておきたい有害業務の職場巡視
北海道労働保健管理協会産業保健部技術フェロー　相澤　和幸

※同一年度内に同テーマの研修会を受講された方、される方は受講不可

生涯研修
専門1・実地1

北海道産業保健
総合支援センター

（011-242-7701）
お申し込みはHPにて

令和2年10月8日（木）
18：30 ～ 22：30

※詳細は9月1日号附録にて案内予定
※お申し込みは9月1日号発送と

同時期より開始予定
第3回産業保健研修会

小樽市医師会館
(小樽市)
※感染症予防対策徹底
のため、受講人数等の
制限を設ける場合がご
ざいます。詳細は後日、
会報誌附録にてご案内
いたしますので、予め
ご了承ください。

（事前に申し込みが必要です）

・ビデオ研修
・法規の解説

・職場の環境管理･作業管理と職業病について

・健康管理と健康づくりについて

基礎研修
実地1・後期3

生涯研修
更新1・実地1・専門2

（日本医師会に申請中）

北海道医師会
事業第三課

（011-231-1726）

令和2年10月24日（土）
15：00 ～ 19：00

※詳細は9月1日号附録にて案内予定
※お申し込みは9月1日号発送と

同時期より開始予定
第4回産業保健研修会

会場未定（札幌市内）
※感染症予防対策徹底
のため、受講人数等の
制限を設ける場合がご
ざいます。詳細は後日、
会報誌附録にてご案内
いたしますので、予め
ご了承ください。

（事前に申し込みが必要です）

・法規の解説

・産業医活動の実際

・健康管理と健康づくりについて

・職場の環境管理･作業管理と職業病について

基礎研修
後期4

生涯研修
 更新1・専門3

（日本医師会に申請中）

北海道医師会
事業第三課

（011-231-1726）

令和2年11月19日（木）
18：30 ～ 22：30

※詳細は10月1日号附録にて案内予定
※お申し込みは10月1日号発送と

同時期より開始予定
第5回産業保健研修会

ホテル三浦華園
(滝川市)
※感染症予防対策徹底
のため、受講人数等の
制限を設ける場合がご
ざいます。詳細は後日、
会報誌附録にてご案内
いたしますので、予め
ご了承ください。

（事前に申し込みが必要です）

・ビデオ研修
・法規の解説

・職場の環境管理･作業管理と職業病について

・健康管理と健康づくりについて

基礎研修
実地1・後期3

生涯研修
更新1・実地1・専門2

（日本医師会に申請中）

北海道医師会
事業第三課

（011-231-1726）

令和2年11月27日（金）
9：40 ～ 17：00

中央労働災害防止協会
（札幌市）
定員：60名
受講料：
THP登録者　19,800円
中災防協会賛助会員
   　　　　 19,800円
一般　　　　22,000円

（事前に申し込みが必要です）

―令和2年度第18回実務向上研修―
・働く人の健康づくりの動向

中央労働災害防止協会
・解決志向で行こう！強みに気づいてより良い組織へ
　～ソリューション・フォーカスト・アプローチ～

東北大学名誉教授　長谷川啓三
・産業保健スタッフのための教え方の鉄則
　～健康教育はインストラクショナルデザインで作る～
産業医科大学産業医実務研修センター准教授　柴田　喜幸

生涯研修 専門5

中央労働災害防止協会
北海道安全衛生
サービスセンター

（011-512-2031）
受講資格：
健康測定専門研修修了医
師および日医認定産業医
全て受講した場合のみ単位付与

＊開催日が太字のものは、本号より新たに掲載されたものです。

注１：新規認定のためには、基礎研修50単位以上（前期研修14単位以上、実地研修10単位以上、後期研修26単位以上の合計 50単位以上）の
修得が必要です（前期研修については、総論2単位・健康管理2単位・メンタルヘルス対策1単位・健康保持増進1単位・作業環境管理2
単位・作業管理2単位・有害業務管理2単位・産業医活動の実際2単位のそれぞれの単位修得が必須）。

注２：更新認定のためには、認定取得後の5年間に生涯研修20単位以上（更新研修、実地研修、専門研修各1単位以上の合計20単位以上）の
修得が必要です。


